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私たちの活動や意見を仲間
で共有します。
会費は県と日本平和委員会
の活動も支えます。

陸上配備型の「イージス・ア
ショア」が住民の反対運動と自
らのウソの説明がばれて断念に
追い込まれた政府。性懲りも無
く次に持ち出したのが「敵基地
攻撃能力」論。
相手が攻撃する前に相手を先

制攻撃する・・・当然のことな
がらその内容は、①他国領内の
あらゆるミサイル基地の位置把
握、②防空レーダーや対空ミサ
イルへの攻撃・無力化、③ミサ
イル発射基地の破壊、など一連
の軍事作戦であり、全面的な敵
国への先制攻撃だ。
まさに、世界に誇るべき日本

国憲法九条をないがしろにし、
国際法にも反する許されない考
えと言わざるを得ない。

着々と進む「敵基地攻撃」準備
中期防衛力整備計画〈2019年～2023
年、27兆5000億円〉

F35ステルス戦闘機、攻撃型空
母、長距離巡航ミサイルなど、
いずれもアメリカの言いなりに
武器を買い漁り、挙げ句の果て
にアメリカガ引き起こす戦争に
日本の自衛隊がかり出される。
背筋の凍るような企てです。
雇用・医療・生業・学業など

コロナ禍に苦しむ国民には“自
助”を押し付け“敵基地攻撃”
に熱心な菅政権には退場のレッ
ドカードを渡す以外にない。

イージス艦とは、イージスシステ
ムを搭載した艦艇の総称。通常、高
度なシステム艦として構築されてい
る。 フェーズドアレイレーダーと
高度な情報処理・射撃指揮システム
により、200を超える目標を追尾
し、その中の10個以上の目標を同時
攻撃する能力を持つ。

今なぜ？ミサイル防衛なのか

「イージス・アショア」配備断念後に急浮上

コロナ危機のなか「敵基地攻撃能力」推進

谷萩陽一さんのFB東光投稿写真を拝借

2・11百里初午まつり

コロナ渦中、200名結集
2月11日、今

年の初午まつり
は好天に恵まれ
暖かな開催日と
なりました。コ
ロナ禍で東京を
はじめ県外から
の参加はなく、
会場での飲食も
ありませんでし

たが、百里基地の誘導路をくの字に曲げた
平和公園に、各界から200名を超える参加
（昨年は450名）となり、平和を守る決意を
かため合いました。谷萩陽一弁護士が百里
弁護団長の内藤功弁護士の挨拶を代読しま
した。土浦からは10名の参加でした。

1/22午前、総勢22名が街頭からアピール
土浦平和の会も合流

全国各地で行動、土浦でも街頭行動

核兵器禁止条約

世界が待ち望んだ発効 (1/22)

次は日本政府を動かす時

１月22日、核兵器の製造、保有、使用などを
全面的に禁じる核兵器禁止条約がついに発効と
なりました。
土浦では、新婦人の呼びかけに応え市内の各

団体が共同で街頭アピール行動を行いました。
土浦平和の会もこの行動に合流。
ただ一つの戦争被爆国である日本の政府はこ

の条約に背を向けたままです。新たなたたかい
がスタートしました。
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【平和の会へのおさそいを。「平和新聞」購読も広げましょう】

■幅広い年代からの加入を勧めましょう。ご家族・ご近所・友人・知人などにお声かけを
■会費：月額500円、「平和新聞」(毎月5、15、25日発行)：月額520円(送料含)

学びましょう、非同盟運動

「21世紀を動かす非同盟運動
参加報告冊子をどうぞ

核兵器禁止条約の推進など世界政治の主
役を務めるようになりつつある非同盟運
動。アゼルバイジャンの首都バクーで開か
れた第18回首脳会議(2019年10月開催)にオ
ブザーバー参加した日本AALA代表団による
報告・資料集です。非同盟運動(NAM)のそ
もそもからわかる対話形式の解説もついて
います。（A5版134ﾍﾟｰｼﾞ・税込み880円）

30周年「記念ボールペン」
赤軸・緑軸2本セット

2本セットで500円（インクは両方とも黒）

「茨城県平和委員会 30周年記念
2020年12月」の銘入り

希望者はお声かけください。

「100分で名著 マルクス”資本論”」が
NHK［Eテレ］で放映されました。私はこの
番組が好きで愛読ならぬ愛聴してきました
が、今回ほど面白いと思ったことはありま
せん。膝を打ちながら視聴しました。
番組は1月4日から25日までの月曜日、全

4回放送(再放送・水曜日)されました。大
阪市立大学の斎藤浩平
さんを講師に、司会の
伊集院光さんとNHKア
ナの安部みちこさんが
絶妙な突込みを入れて
の進行でしたのですが、如何せん時間が足
りません。それを補って余りあったのがテ
キストでした。
まだの方はぜひテキストを読まれること

をお勧めしたいと思います。
表紙のリード記事を紹介しますと「蘇

る、実践の書」「社会の矛盾を突破し、共

に生きるために。」「極貧生活の中で書か
れた『資本論』。マルクスは、資本主義が
格差の拡大、気候変動などの危機をもたら
すことを予見していた！晩年に遺した新資
料も参照し、みなで本当の『冨』を取り戻
すための方策を探る。」です。圧巻の冊子
です。

街の本屋さんにはこの
テキストが山積みになっ
ていました。それが放映
開始と共にあっという間
になくなり再入荷、そし

てすぐに品切れです。
視聴者の『資本論』に対する関心の高さ

と、NHKがこの2021年という年の初めに
「実践の書」として『資本論』を取り上げ
たた英断に拍手を送りたいと思います。是
非、一読を！

マルクス”資本論”を学ぶ
「100分で名著マルクス”資本論”」

今井 健治（土浦平和の会）

スガさん、ムリです。米軍基地おしつけ

きっぱり断念を
安倍前首相が、新米軍基地建設のために沖縄・

辺野古へ土砂投入を開始して２年になります。し
かし投入された土砂はわずか４％。予定地には軟
弱地盤や活断層が広がり、専門家は、震度１の地
震でも崩壊する危険があると警告します。米国の
シンクタンク戦略国際問題研究所は、「完成する
可能性は低い」と報告しました。沖縄県の試算で
は早くて15年、経費は2.5兆円に及びます。きっ
ぱり断念すべきです。

軍拡やめてコロナ対策、暮らしへ
新型コロナの拡大が止まず、無策、場当たり、

無責任・・・菅政権の失政に、私たちの命と暮ら
しが削られています。貧弱な国民への手立ての一
方で5.5兆円もの軍事予算。“ストップ・スガ”
が急がれます。(日本平和委員会2021年1月宣伝ビラより)


